
平成 29 年度 第 3 回部門長会議 議事録 

一般社団法人 岐阜県臨床検査技師会 

 

日時  平成 30 年 3 月 23 日（金） 18：30～20：00 

場所  岐阜県臨床検査技師会 事務所 

出席者 浅野・帖佐・近藤・関・石田・石郷（景）・林・渡邊・八島・後藤考司・森本 

  武藤次郎（次年・臨床検査総合部門長）・後藤雪乃（次年・臨床微生物部門長） 

委任状 日高・森 

記録 関敏秀 

 

議題  

１．副会長、部長の挨拶 

２．県学会・春季拡大研修会進捗状況 

1）県学会  

・OKBふれあい会館 3月 25日 3階 大会議室 一般演題 15演題 

★演題に部門の偏りがあり、今後改善してほしい。 

2）春季拡大研修会 

★岐阜科学医療科学大学 6月 10日（生物化学、一般部門が担当）西濃地区担当 

テーマ「急性腎障害（AKI）を考える」 

・一般部門 北陸大学 医療保険学部 油野友二先生 

・生物化学部門 岐阜大学医学部附属病院救急外来医師に打診中。 

・ランチョン 2社（富士レビオ、シスメックス） 

・市民公開講座は、労働安全に詳しい ナガタノリヒコ氏(柴千春 渉外部長 経由) 

と調整中。 

 ・広告協賛数社見込みで予算案、（概算）収入 39万円-支出 56万円＝－17万円計上。 

３．各部門からの次年度活動報告 

※別紙報告書①参照★★修正版は岐臨技 HPにて確認可能★★ 

1）新部門長の紹介、活動報告、部門構成の変更確認 

★ 臨床微生物 後藤雪乃先生、臨床検査総合 武藤次郎先生、挨拶。 

・（生理機能検査）部門長 今吉由美先生に変更。 

・（輸血・細胞治療）1名追加 

・（染色体・遺伝子）血液部門から部門員加入打診中。※最終的に 3名追加。 

・（臨床血液）部門長 山本将毅先生に変更。しばらくサポート予定。年間事業 5回 

を計画。昨年同様で、昨年はのべ 100名は参加。副部門長に森川先生。 

 ・（臨床一般）年間事業 3回予定。認定技師 3名合格。モニター顕微鏡を用いた 

研修会を計画。レンタル費 1.5万円。9月には微生物検査部門と合同研修会を 

予定。 

  



 

・（臨床検査総合）過去行った「検査説明」に代わる研修会、「医療現場における 

職能向上のための臨床検査技師育成講習会（他職種業務を知る）企画担当者研修会」 

を今秋に企画中。 

・（臨床微生物）部門長交代。 

・（生物化学分析）2 名追加。昨年好評につき、Reversed-CPC を今期も開催（6 月・ 

3 月）。平成 30 年 12 月 8・9 日中部圏支部研修会（岐阜地区担当） 

４．新人サポート研修会内容確認について 

 1）岐阜医療科学大学 5月 27日 

 2）昨年は採血が好評であったが、検査総合部門から別の内容でいくか？ 

 ・採血で予定。昨年の石田真理子先生に打診。もしくは、伊藤大輔先生に打診。 

3）スライド〆切 4月 30日 

・今年度のテキストは HPよりダウンロードする。コスト面のため。 

・4/10までに「タイトル」演者を、帖佐先生までご連絡ください。 

4）ランチョンセミナー2社を予定 

５．岐阜県臨床検査技師会誌について 

 1）5論文投稿、部門に偏りがあり、今後改善してほしい。各部門で 1論文お願い 

します。 

  2）3月 26-27日以降に発送予定。 

  ★論文受理のメール連絡があると助かるので次年度はお願いしたい。 

６. 定時総会について 

 ・例年通り、6月 10日春季拡大研修会終了後（3：30）より開催。 

７. 理事会報告 

 ・2/16時点、検体採取指定講習会 受講率 岐阜県はトップ。しかしながら今後は 

近隣での開催が危ぶまれているので引き続き受講案内の周知をお願いします。 

  ・初級・職能開発講習会 4/22開催。入職から 10年までの若手技師に参加連絡 

お願いします。締め切りは 4/6まで。3/23時点 11名（50名募集） 

  ・3/4 都道府県技師会リーダー育成研修会開催。参加者総数 33名（グループ 

ワーク 20名）。来年度も開催しますので、部門長、副部門長、部門員、 

中堅 40代もしくは前後の参加お願いします。 

８. その他 

 1）部門員の人数について 

 ・生理機能検査部門では、循環生理分野、超音波分野、神経生理分野の 3分野の 

精度管理問題を作成することは非常に大変で、部門員以外の技師にお願いして 

いる。これは教育も兼ねてなのでいいことなのですが、できるのなら、人数枠 

を増やしてほしい。（石郷） 

 

 



 

  ・現行の部門長 1名+副部門長 2名+部門員 7名について、副部門+部門員を 10名 

前後という枠にしてほしい。理由として、部門員の中には研修会開催の、施設 

利用内情のため加わっていることも関係している。また、2年後の中部学会 

開催にあたり増員を検討してほしい。（林） 

  ・教育目的など、根拠が正しいのであれば増員に問題はないかと思う。決められ 

た枠の中で考えることも大切ではある。中部圏研修会など大きな研修会では、 

実務委員と部門員、別の構成員で形成するなど工夫も必要かと思う。（浅野） 

★ 採決 全員増員賛成にて、1人もしくは 2人増員に決定。 

★ 部門人数枠を 12名（部門長含む）とする。ただし今後の動向をみて見直しも

ある。 

2）学術部員について（近藤） 

・これまで、岐臨技 HPの運用は私（近藤）が行っていましたが、4月より  

西美濃厚生病院 棚橋正智さんと共に運用することを報告します。 

・本会議の資料につきまして修正したものを技師会 HPの「部門長・副部門長」 

に掲載しますので、ご確認お願いします。 

・決算書、予算書 作成にあたるパスワード変更（年度ごとに変更）は、“H30” 

となります。後日各部長にメール連絡します。 

  3）新人サポートスライドについて 

  ・「資料作成とダウンロード手順」のファイルを後日メールします。（近藤） 

  4）会議お茶について 

  ・2Lペットボトルのお茶は事務所共有使用のため、個人用に紙パック茶 

（250ｍｌ）に変えてみてはいかがでしょうか。（参加者複数） 

 

 

以 上  

 

 

署名人     帖佐 光洋    印 

 

署名人     浅野 敦     印 

 

署名人     近藤 眞一    印 
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別紙報告書①








